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を Z(リ (Z(-)),二本の枝に対する母関数をE(+)(E(-))とし, +(-)spinの分配




Z(+)- 1+ vE(+) + uE(-)





ここに Zは-つの spir)に対する parameterである｡ (3)式の第-項は着目する
spinが十でそれにつづくspinがない場合,第二項は十の spinかつづ く場合である｡
これら四つの式よりZ(+),Z(-)に対する二次の連立方程式が得られるo 磁場のない
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Z- Oで収束する母関数をとると常にこの葎分を行なうべきR呈emanI)sheetと極の
存在するRiemar)nsheetとは違 っていることがわか り,結局積分に寄与するのは
branchcutだけである｡これから帯磁率も一次元系と全 く同 じ振舞いをして有限温度
で特異点はないという結果が得られる｡
我々の考えているのは可能な形態のCayley treeの重ねあわせであるから一次元的
形態の数が圧倒的になるためであろう｡ここでの取 り扱かいは始めから枝分れの数 2,
つまり一次元,の存在を許しているので,次にはこれをのぞいた形態のみの重ねあわせ
について老える必要があろう｡
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